
週休２日設定工事の経費の補正について

週休２日による工事の発注を推進するため、必要な経費を計上する。
現場の閉所状況と、閉所状況ごとの各経費補正率、市場単価補正係数、計上方法は以下のとおりと
する。

１ 週休２日を実施する工事については、現場閉所率を算出し、対象期間における現場の閉所状況
に応じた補正係数を各経費に乗じるものとする。
＜現場閉所率の算定方法＞
Ｋ（％）＝Ａ／（Ｂ－Ｃ） ※Ｋ：現場閉所率（％）
Ａ：現場閉所日数（ただし夏季休暇３日間及び年末年始６日間の期間分を除く。）
Ｂ：週休２日確認対象期間日数（工事着手日から工事完成日までの期間）
Ｃ：Ｂのうち、夏季休暇３日間及び年末年始６日間と重複する日数

＜現場の閉所状況＞
① ４週８休以上
現場閉所率が 28.5％（８日/28 日）以上の場合

② ４週７休以上４週８休未満
現場閉所率が 25.0％（７日/28 日）以上 28.5％（８日/28 日）未満の場合

③ ４週６休以上４週７休未満
現場閉所率が 21.4％（６日/28 日）以上 25.0％（７日/28 日）未満の場合

＜補正係数＞

２ 補正方法 発注者指定方式
（1）土木工事

① 入札公告文（または指名通知文）、特記仕様書において「週休２日を確保する工事」の対象
工事である旨を明記したうえで、当初の予定価格から４週８休以上を達成した場合の補正
係数を各経費に乗じたうえで予定価格を作成するものとする。

② 現場閉所の達成状況を確認後、４週８休に満たないものは、請負代金額のうち上記補正分
を減額変更する。なお、４週６休に満たないもの及び、工事着手前に週休２日に取組むこと
について協議が整わなかったもの（受注者が週休２日の取組を希望しないものを含む）につ
いては、補正の対象としない。

補正対象経費

現場の閉所状況
４週６休以上
４週７休未満

４週７休以上
４週８休未満

４週８休以上

労務費 １．０１ １．０３ １．０５
機械経費（賃料） １．０１ １．０３ １．０４
共通仮設費率 １．０２ １．０３ １．０４
現場管理費率 １．０３ １．０４ １．０６



３ 補正方法 受注者希望方式
（1）土木工事

①特記仕様書において「受注者希望方式による週休２日を確保する工事」の対象工事である旨
を明記したうえで、当初の予定価格は当該補正係数を各経費に乗じないものとして予定価
格を作成する。

② 工事着手前に週休２日に取り組むことについて協議が整った工事は、現場の閉所状況（現
場閉所率が 28.5％（８日/28 日）以上の場合に限る）に応じて、設計変更にて上記補正を行
う。

③ ４週８休に満たない場合及び、工事着手前に週休２日に取組むことについて協議が整わな
かったもの（受注者が週休２日の取組を希望しないものを含む）については、上記補正を行
わない。



＜市場単価補正係数一覧＞
（補正式）週休２日補正後の市場単価＝市場単価×週休２日の補正係数

名 称 区分
補正係数

4週6休以上
4週7休未満

4週7休以上
4週8休未満

4週8休以上

鉄筋工 1.01 1.03 1.05
ガス圧接工 1.01 1.02 1.04
インターロッキングブロック工 設置 1.00 1.01 1.02

撤去 1.01 1.03 1.05
防護柵設置工（ガードレール） 設置 1.00 1.01 1.01

撤去 1.01 1.03 1.05
防護柵設置工（ガードパイプ） 設置 1.00 1.01 1.01

撤去 1.01 1.03 1.05
防護柵設置工（横断・転落防止柵） 設置 1.01 1.03 1.04

撤去 1.01 1.03 1.05
防護柵設置工（落石防護柵） 1.00 1.01 1.02
防護柵設置工（落石防止網） 1.01 1.02 1.03
道路標識設置工 設置 1.00 1.01 1.01

撤去・移設 1.01 1.03 1.04
道路付属物設置工 設置 1.00 1.01 1.02

撤去 1.01 1.03 1.05
法面工 1.00 1.01 1.02
吹付枠工 1.01 1.02 1.03
鉄筋挿入工（ロックボルト工） 1.01 1.02 1.03
道路植栽工 植栽 1.01 1.03 1.05

剪定 1.01 1.03 1.05
公園植栽工 1.01 1.03 1.05
橋梁用伸縮継手装置設置工 1.00 1.01 1.02
橋梁用埋設型伸縮継手装置設置工 1.01 1.02 1.04
橋面防水工 1.00 1.01 1.02
薄層カラー舗装工 1.00 1.00 1.01
グルービング工 1.00 1.01 1.01
軟弱地盤処理工 1.00 1.01 1.02
コンクリート表面処理工（ウォータージェッ
ト工）

1.00 1.01 1.01


